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序

本報告書は、平成8年度に実施した東海環状自動車道建設に伴う事前の埋蔵

文化財発掘調査をまとめたものであります。調査対象の遺跡は、岐阜県関市池

尻西屋敷地内に所在する「西屋敷遺跡」です。

本遺跡の所在する関市池尻地区には、ムケツ氏の氏寺として知られる国指定

史跡弥勤寺跡、武儀郡の郡簡と考えられる弥勤寺束遺跡等数多くの遺跡が知ら

れており、古代における重要な拠点でありました。

本報告書では中世から近世の畦畔を伴う水田遺構が検出され、池尻地区西側

の生産空間の一端が復元できたものと考えます。当地域では、中濃用水が建設

されるまでは、水資源の確保が非常に厳しい土地柄でありました。そうした中、

我々の先人達が､自然地形を利用し､水田経営を行って来た実態が明らかになっ

たものと考えます。また、出土した多数の遺物からは、周辺に縄文集落、古墳、

古窯跡の存在は言うまでもなく、中世集落の存在等を示唆する材料が提示でき

たものと考えます。今後、周辺遺跡との関わりが解明されることが期待されま

す。

なお、本報告書が刊行されるまでには、関係諸機関並びに関係者各位、関市

教育委員会、地元地区の皆様からの多大なご支援、ご協力を賜りました。

末尾ではありますが、お世話になりました方々に改めて厚くお礼申し上げま

す。

平成10年3月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長篠田幸男
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報告書である。
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第1節調査に至る経過1

第1章調査の経過

第1節調査に至る経過

東海環状自動車道は名古屋の都市機能、名古屋と周辺諸都市の機能分担を効果的に進めると共に、

現在都市内の交通混雑を解消し、都市全域の道路機能の回復を図るため、計画された路線である。

財団法人岐阜県文化財保護センターでは、建設工事に伴い、関市池尻・広見地区にて、1995年（平

成7）6月20日から1996年（|可8）3月29日迄試掘調査を実施した')。試掘調査区である池尻地区は、

長良川段丘上の最も高い位置にあたり、ほぼ全域で大正年間に|制場整備が行われ、現在は水田として

利用されている。字坂田東洞から県道上野・関線を横断して字黒田に至る谷間（中濃用水東側地域）

に作られた水田は圃場整備が行われておらず、北西側から緩やかに傾斜する山地に近接し、水田1枚

第1図遺跡位置図
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2 第1章調査の経過

毎に南西に向かって階段状に低くなる。広見地区の調査区は同地区東端にあり、武儀川左岸の沖積地

と長良川右岸の沖積地の重なる地域にあたり、以前はかなり起伏に富んだ畑地と小山が見られる地形

であった。現在は、中濃用水の建設と圃場整備により水田として利用されるようになった。この時、

機械による大規模な掘削が行われており、表土が広範囲にわたって移動していると考えられる。また、

調査区における踏査では、中世の遺物が多く採集された。

以上を踏まえ、A～D各地区の試掘調査を実施した。調査内容は以下に示す如くである。

A区関市池尻字坂田東洞（現在同）

山の斜面であることから、試掘可能な地域は限られ、南に開けた地域にトレンチを設けた。測量点

のわかる範囲でグリッドを3箇所選び、1m×2mの面を設定し発掘調査を実施した。崖錐層が厚く、

深さ2mのところで黒土層が現れたが、大きな角喫を多量に含有する地層で、遺物は検出されなかっ

た。従って、遺跡とは判断し難い。それ以外の地域は、雑木林となっているため調査はしていない。

B区関市池尻字黒田（現在字西屋敷）

調査区の東西、南北に幅2mのトレンチを開け調査を実施した。その結果、中濃用水から県道上野・

関線までの地域では、約2,500irfの範囲で中世の水田遺構が存在することを確認した。IV層では、階段

状の水田区画と考えられるものがトレンチ断面に見られ、IⅡ．IV層からはイネのう．ラント・オパール

第2図試掘位置図



第1節調査に至る経過3

が水田跡の指標となる5,000個/gを大きく越える値で確認されると共に、泥炭層が検出された。IⅡ．

IV層からは13～14世紀の山茶碗や宋銭、植物遺体が出土する。県道より東側地域では、Illからの砂喫

の流れ込みである崖錐がとても深く、崖錐の下に入り込んだ地層から、近世陶磁器や山茶碗などが出

土した。しかし、何れも破片であり、出土状況から崖錐と共に流れ込んだものと見られ、遺物包含屑
とは考えられない。

中濃用水西側地域（約2,500irf)においては、山茶碗、木製品、植物種子（モモの種子）を包含する

Ill.IV1(黒土層）が広がっている。花粉分析によるとイネ科の花粉が多く検出され、水田であった

可能性が高い。遺物の山茶碗は13世紀頃のものがほとんどであった。

c区関市池尻字新田、字北野畑（現在字新田）

方眼区画の北端部にて、幅2mのトレンチを東西方向に調査した。地形の状況によっては、同様の

方法で方眼区画内の西端部を南北方向に開け、トレンチが連結するようにした。

新田の東側では、ⅡI-IV層からイネのう．ラント・オパールが多く検出されており、かつて水川面で

あったことがわかる。トレンチ断面からは、111.1v層に畦畔の痕跡が見られた。IⅡ層は圃場整備後の

水田と考えられる。IV層については、出土遺物が山茶碗と播鉢に限定されるため、中世の水田遺構と

考えられる。v層からはイネのう．ラント・オパールがかなり多く検出されてはいるものの、遺物の出

土もなく包含層とは考えられない。

新田の西側では、現在の耕作土から30cin程掘り下げると地Ill層に達する。時代不詳の溝が数条見ら

れたり、性格不明な掘り込みが認められるが、覆土が撹乱状態であることや耕作士が入り込んでいる

ことから、遺跡とは判断できない。

D区関市池尻字北野畑（現在同）

南北40m、東西20mのトレンチを開けたが、遺物、遺構共に確認されなかった。遺跡の可能性は低

い。

E区関市広見字昭和新田（現在同）

20mグリッド中の北西部の3m×3mを掘削した。現在同地区は起伏の少ない地形で水田地帯と

なっている。1．11層からは、近現代の陶磁器や山茶碗が出土するが、ほとんど|制場整備によって移

動した土であるので遺物包含層とは考えられない。IⅡ層は、磨耗した縄文土器が数点出土するのみで

ある。縄文時代の黒土であると考えられるが遺物包含層とは判断できない。土器の出土状況や土坑の

検出状況から考えて、同地区は、南地域の微高地に縄文・弥生の遺跡があったが、圃場整備によって

削平されたものと考える。かつては、丘陵地帯もしくは、小山の一部が存在したと考えられる。遺物

の出土状況等からは丘陵地に遺跡が存在したことは否定できないが、可能性は低いと考える。

以上の試掘結果をもとにして、本調査が必要である地域を下記の如く定めた。

B区関市池尻字黒田（現在字西屋敷)5,000irfのうち、

県道上野・関線と中濃用水との間において、2,500irf…I区と称する。

中濃用水 西 側 に お い て 、 2 ,500irf…II区と称する。

C区関市池尻字新田、字北野畑（現在字新田）において、3,000irf…IⅡ区と称する。

合計8,000irfの調査で､ある。

本調査は上記結果に基づき、1996年（平成8）5月から1997年（同9)3月迄実施した。
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注

1)本節は安江氏の試掘報告書に基雪づき、文章を一部加筆、修正した。字名については明治期のものに全て統
一したほか、土層についても本調査と統一した。

第2節調査の経過と方法

調査区は自動車道建設に関わる用地であることから、北東方向から南西方向は220mと長く、南北は

50mと短い。調査区内は道路、用水が貫徹し、調査区を分断しているため、県道上野・関線の西側、

つまり中濃用水の東側をI区、中濃用水西側をII区、II区より80m西側の字新田、字北野畑をIⅡ区と

して調査を実施した。

調査区には多量の湧水が山から流れ込むことや水捌が悪い等の諸状況から、調査に支障を来すこと

が事前に予想されたため、試掘トレンチをそのまま利用し、更に周溝を巡らした。グリッドの設定は

試掘調査から水田遺構であることが確認されているので、10mグリッドを設定した。グリッドは南北

方向に北からA～Pとアルフアベットの大文字を付し、東西方向に2～8，17～30とアラビア数字を

付した。区分の基準は国土座標X=-54630、Y--25800をもとにした。

本調査は1996年（平成8）5月7日より開始し、1997年（同9）3月28日をもって終了した。バッ

クホウによる20～40cmの表土除去後、I・II区における第1遺構面の調査、第2遺構面の調査、第3

遺構面の調査を経て、ⅡI区の第1遺構面の調査、第2遺構面の調査を完了した。

1996年（平成8)10月9日には1．11区の空撮を実施し、同年12月12日には、同区2胆l目の空撮を

完了した。1997年（平成9）1月18日には本遺跡の現地説明会を1．11区にて開催した。1月20日に

は1．11区の後片付けを終え、IⅡ区に移動し調査を開始した。3月5日には、Ill区の空撮を実施し、

全ての調査を完了した。同月28日には現場事務所を撤去し、併せて調査区の埋め戻しも完了した。

遺物取上は表土除去後、II層上面からの場合、グリッド毎に一括で取り上げ、それより下層の遺物

についてはトータル・ステーションの遺跡システムを使用し1点ずつ取り上げた。遺物総数は破片な

がら約2万1千点を数え、時代は縄文から近世迄と広範囲に及んでいる。

遺構検出に際しては、崖錐の影響や残存状況等により困難を極めた。試掘トレンチの土層断面のみ

では畦畔の判断が非常に困難であったことから、できるだけ広く平らに掘削することやサブトレンチ

を入れ確定するようにした。

なお、最終的な調査面積は13,000irfである。

（小塩康真）
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6第2章遺跡の環境

第2 章遺跡の環境

第1節地理的環境

本遺跡は関市池尻西屋敷地内（字黒田・新田・北野畑）にあり、関市北西部に位置する。同地区北

は美濃市笠神、束、南は長良川を隔て関市下有知、同小瀬、西は同広見を境とする。長良川は美濃市

より南流し同地区東側を通り、弥勤寺辺りで南西流し南側を流れる。中央には県道上野・関線と市道

3-232号線（旧国道関･根尾線＝旧418号線）が走り、南へ鮎ノ瀬橋を渡り小瀬へ、西は広見を経て、

武芸川町へ至る。1994年（平成6には自動車交通量の増加や東海環状自動車道西関インターチェン

ジにアクセスする道路として、南側に国道関･根尾線（418号線）が新たに建設された。これに伴い南

部の宅地造成が進行しつつある。北へは県道上野・関線が美濃市笠神に通ずる。集落は現在の字名か

らもわかるように東屋敷、中屋敷、北中屋敷等が集落の中心であった')。集落は県道（旧418号線）の

北側段丘上に位置する。これは長良川の洪水によるもので、南部では度々洪水に見舞われたからであ

ろう。現在の同地区における世帯数は1997年（平成9）8月1日現在、227世帯、人口882人である。

なお、寺社には天台宗弥勤寺、臨済宗円福寺、曹洞宗西光寺、白山神社、神明神社、熊野神社、事比

羅神社、秋葉神社が存在する。

現在の同地区における土地利用状況は、大部分を水田が占めており、わずかな畑地を数える。

1914～16年（大正3～5)には池尻用水の建設と耕地整理が行われるo1952～66年（昭和27～41)に

は改良工事が行われ、現在の中濃用水となる3)。両者によって水の供給は確保され、旧国道より南部の

長良Ill河岸の堆積地や広見地区東部も水田化され、現在の景観に至る。

近世の村況4)は、正保2年（1645）の美濃国郷帳5)によると、米の石高186石5斗6升8合、畑高204

石6斗l升2合と水田より畑作優位であることがわかる。それは、明治元年(1868)12月の池尻村明

細帳6)に「田方養水之儀は、1ll洞々 出水相掛り候得共、干損所二御座候｣、同2年池尻村明細帳7)に「当

村之儀ハ、溜池水限り天水所二て干損所二御座候」とあるように、水は山からの湧水や天水を溜池か

ら潅概していたからである。村内には12箇所に及ぶ溜池があり、水田の重要な水源であった8)。文政3

年(1820)には、常時水が供給されるように、助川又右衛門が池尻用水開発を企て開発するが、同8

年（1825)、郡上川（長良川）の洪水により破壊されている9)。以上の様に、現在の同地区における景

観は、水の供給が確保されたことにあり、大正期以降の用水建設、耕地整理によって形成されたこと

が知られる。また、近世における同村は、干損所で水が乏しい状況であったことが窺える。

近世の同村は｢男女共農業之外一切余業無御座候'0)｣とあり、農業専従村落であったことが知られる。

明治期における畑作には、変、裸変、養蚕、茶、粟、黍、稗、大豆、蕪旬等の栽培や養蚕が行われて

いた。そのほか長良川における漁業が知られている'1)。

本遺跡は、長良川段丘上の最も高い位置(I区の標高55.9～55.1m。Ⅱ区54.3m。ⅡI区54.1m)に

あたり、最下層は河岸段丘最上部に形成された粘質シルト層が堆積している。この層の上には粘質土

が堆積し、谷からの湧水を利用し水田耕作が中世から現代に至るまで営まれてきた。池尻村の米の生

産高に関しては、明治元年の明細帳12)と慶長郷帳13)とがほぼ一致すること（第1表)や水田面積も合致
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することから、中世末期迄湖ることができよう。

本遺跡が水田遺跡であることは自然科学分析で確認されている（第5章）が、明治初年作成の池尻

村字絵図'4)からも、当地区が水田であったことは明らかで､村内の水田地帯は東屋敷の北側、中屋敷の

北側、西屋敷北・中央部に限定されていることがわかる。絵図は時代が下るが江戸期の状況を示すも

のと考えてよいものと思われる。絵図には調査区内にあたる字黒田(I・II区)、字新田、字北野畑(ⅡI

区）の水田区画が明確に記されており（第4図)、I-11区では北東の山々 （通称：大平山標高170.

4m、通称：権ケ洞山標高152.8m)を背に、南西方向へ徐々 に低くなり、長軸の区画はまさに等高

線に沿って形成されていたことが明らかである。IⅡ区においては西側の微高地を境にして、水田が形

成されていた。区画の長短からすると水田はほぼ平坦であるが、北から南へと低くなることが窺える。

これ以前の同地区に関わる古い絵図は存せず、中世の状況を知ることはできないが、同地区の水田構

造を考える上で重要である。先述の如く、基本的に中世においても池尻における土地利用の変化や自

然地形を利用した水田の区画、構造等は、近世と大差ないものと思われる。

第1表近世における池尻村村況

16町5反6畝2!l歩

186石5斗6升8合186石3斗7升3合;186̂ 13斗7升3合i322石9斗4升8合

2(1町7畝22歩

628石6斗

※慶長6年、美濃一国郷帳。正保2年、美濃国郷帳。天保9年4月日、池尻村明細帳（青山貞一氏「郷士史池尻村』所収文書)。

明治元年12月日、池尻村明細帳。明治14年、『武儀郡各村昇誌j・明治21年、小瀬・池尻村土地整理面積調書より作成。

注

1)明治初年の池尻村の小字名には、渡り、東屋敷、古六、蔵師、南大根、北大根、砂倉、大街道、南油田、

和田下、南田尻、北油田、寺下、北田尻、北反松、中反松、南反松、高山、西野畑、東野畑、北野畑、西出、

藤ノ木、黒田、田嶋、京円、新田、八反、、西市洞、左渡、中屋敷、北中屋敷、烏居崎、弥勅寺、赤根、西

ケ洞、向畑、西宮田、大原、西大原、茶屋前、東市洞、布之田、坂田西洞、坂田束洞、横井、南宮前、寺ケ

洞、尼ケ洞、松橋、薬師、小山越がある。

なお、「池尻」の地名の由来は、『新撰美濃志』によると「池水の流れ出るあたりの里」とある。

2）大正3年6月、池尻耕地整理組合と笠神区協定書。同6年12月、用水設置寄附金申込証。同年12月、横越

地内用水用地買収契約書。（新修「関市史』史料編近代・現代編、第163～第165号文言、1997年）所収。

なお、関係史料を収めるものには「岐阜県史」史料編、新修「関市史』史料編所収として文書番号を記し

た。以下、『岐阜県史』は「県史』、新修『関市史」は『市史」と略す。

3）「市史1史料編近代・現代編、第163～第165号文書解説参照。

4）池尻村は江戸時代から明治時代の村名で1889年（明治22）には瀬尻村、1943年（昭和18)に関町、1950年

（昭和25）に関市に編入される。

一L

慶長6(1601)年 正保3（1646)年

水|{{面積

椎生産高

畑作面積

畑作生産高

家数

人「1

、
卜

:!9i石1斗8升

20町3反3畝18歩

I'.l.l石1斗8升2合1勺19L'石5斗8升8合1勺

86軒

339人

天保9(1838)年 明治元(1868)年 明治14(1881)年 明治21(1888)年

16町5反6畝:!!歩

124軒

521人 605人

29町6反9畝28歩7合

43町5反1畝2歩
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5）正保2年、美濃国郷帳（｢県史j史料編近世一、第2号文言、1965年、『市史j史料編古代･中世・近世一、
第3号文書、1995年）所収。

6）明治元年12月日、池尻村明細帳（｢市史」史料編近世二、第no号文書）所収。池尻には西市洞、西ケ洞、

束市洞、坂田西洞、坂田東洞、寺ケ洞、尼ケ洞等の字名からもわかるように各洞々 が存在し、山からの湧き

水､溜池等によって水田耕作を営んでいたものと思われる。中世における水田は溜池等の潅概施設の設置時

期によって年代が確定されるのではないだろうか。

7）明治2年6月日、池尻村明細帳（｢市史』史料編近代・現代編第7号文言）所収。

8）注6）参照。明治14年12月、「武儀郡各村署誌」（『市史」史料編近代・現代、第10号文書）には、溜池の

名称が記載されている。以下列挙すると、松小洞上池、松小洞下池、弥勤寺池、西ケ洞池、荒神洞池、古井

神田池、寺ケ洞池、円神寺池、円福寺池、円神寺池、坂田池、大原池である。以上の如く、池尻村は干損所

であることから、各地区に溜池が造られ、水田耕作が営まれていたことが知られよう。II-1Ⅱ区の水田は字

絵図から坂Ⅱ|池を水源としていることが知られる。同池は｢瀬尻含広見地区沿革年表」（関市史編纂委貝会）

によると「永正年間(1504～1520)に開掘すと伝う」とあるが、史料の出典は明記されていない。しかし同

年表は史料に忠実で､あるため信用に足るが、後世の史料に拠るものと思われる。

9）「瀬尻含広見地区沿革年表」（関市史編纂委員会）

10)ft6)、7)参照。

11)注8)参照。

12)注6)参照。

13）慶長6年、美濃一国郷帳（｢県史』史料編近世一、第1号文書、「市史」史料編古代・中世.近世一、第1

号文書）所収。

14）明治8年、武儀郡池尻村字絵図。

第2節歴史的環境

古代の池尻にはムケツ氏の氏寺とされる弥勤寺が建立されていた。発掘調査の成果により法起寺式

の伽藍配置を有し、出土姉等からは白鳳時代の建築であることが確認されている。その東に隣接する

弥勤寺束遺跡からは、多数の倉庫群の遺構が検出され､遺物より7～8世紀の武儀郡')の郡簡であるこ

とが解明されつつある(第5図、第2表)。以上の様に、古代の池尻は武儀郡に本拠地を置く、ムケツ

氏の重要な拠点であったことが知られる2)。

文献史料で池尻を確認できるのは、嘉元4年(1306)6月12日の昭慶門院御領目録3)の「池尻郷良叔」

を初見とする。「池尻」の地名については安八郡（大垣市）にもあり4)、その比定については諸説ある

が、水和4年(1378)の横蔵寺所蔵大般若波羅蜜多経5)の奥書に「武儀郡池尻郷」とあり、武儀郡であ

ることが確かめられる。成立に関しては明らかではないが、「目録｣の伝領からすると池尻郷は美濃国

の国街領と考えられ、白河上皇の分国として12世紀初めに湖ることができる。良叔はおそらく在地の

人物ではなく、在京の者で池尻郷を知行していた預所と考えられる6)｡在地の状況については史料が存

せず明らかではないが、中世の池尻郷周辺には、東に伊勢神宮領下有智御厨、北に1ll口郷、西に麿司

家領宇陀弘見荘（旧長講堂領)、南に新熊野社領小瀬荘（旧皇室領）が存在しており、池尻郷周辺には

荘園が多く存在していた状況が窺える7)。

室町期には、土岐一族である土岐池尻氏との関わりが指摘されている（『市史』は武儀郡の池尻と考

えている)8)。しかし地名の比定に際しては武儀郡、あるいは安八郡のどちらに当たるのか明らかでは

ない。近世の石高からすると安八郡の池尻は約981石あり、武儀郡のおよそ2.5倍に相当し、肥沃な土

＝
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壌であることがわかる。また土岐氏は西濃地域において勢力を巡らせていることからして、安八郡と

見る方が有力と考えられる。何れにせよ史料の制約により、推測の域を脱し得ない。今後の成果を待

つところである。

中世における同地区の遺跡には、弥勤寺束遺跡や和田山遺跡が知られている。前者の遺跡からは中

世の土坑が検出され、山茶碗等が出土している。後者の遺跡は鉄津や山茶碗が出土しており鍛治遺跡

と考えられている9）（第5図、第2表)。

江戸期における池尻村の支配関係は、慶長14年(1609)には旗本川辺大島領となり、寛永14年(1637)

10月17日にはには関大島家三代義豊が卒去し断絶するが、同17年(1640)に大島義唯の預地となる。

貞享4年（1687）には幕府領、元禄14年(1701)には旗本松平領を経て幕末に至る'0)。しかし村政、村

況（同章1節）については史料の制約があり不明な点が多い、今後の成果を待ちたい'1)。

注

1）古代における武儀郡は種々の表記が存するが、本報告では「武儀郡」を用いた。

2）「4古墳～奈良時代」（｢市史」考古･文化財編、1994年)。「第6章大化前代、第7章律令国家の歩

み、第8章平安時代の美濃国と武儀郡、第10章古代の文化」（｢同』通史編自然･原始･古代･中世、1996

年）参照。

3）嘉元四年六月一二日、昭慶門院御領目録（『県史」史料編古代中世四、11京都大学所蔵文言、古文書集第

1号文書、1973年）所収。同文書は竹内理三編「鎌倉遺文」22661号文書にも収録されているが、その比定

については安八郡としている。以下、昭慶門院御領目録を「目録」と略す。

4）「池尻」の地名は県下に安八郡と武儀郡の2箇所存在する。

5）永和四年四月七日、横蔵寺所蔵大般若波羅蜜多経奥書。I司年七月二三日、同。同年二月六日、同。（『県史」

史料編古代・中世二、経典奥書、揖斐郡横蔵寺第1号文書）所収。

6）「目録」は亀山法皇が皇女憲子内親王（昭慶門院）に譲与した所領目録である。伝領経過等から国街領と

する（『県史』通史編中世)。しかし「県史｣が言うように必ずしも国簡領として一致する訳ではない。また、

地理的に見ると肥沃な平野部に位置し、条里遺構が存する安定した耕地であることが知られる。すなわち池

尻地区においては、先述した地理的環境(第1節)や条里制が施行されていないことなどを考え合わせると、

嘉元4年より少し時代が下る程度ではないだろうか。推測に過ぎないが､遺物の出土状況からもこの時代前

後の山茶碗が集中していることから裏付けられよう。条里の施行については、今回の発掘調査では明らかに

ならなかった。史料の制約上保留しておきたいが、何れにしる今後の検討が待たれるであろう。

なお、「目録」の出家法名良叔の実名については明らかではない。「目録」を概観すると所領の下に記され

ている人名は、その所領を管理する預所であることは明らかである。

7）「第12章荘園と郷」（『市史』通史編自然・原始・古代・中世、1996年）参照。

8）「第13章在地領主の動き」（｢市史』通史編自然・原始・古代・中世、1996年）参照。注1）参照。

9）注2）参照。「6鎌倉～安土桃山時代」（｢市史」考古・文化財編）参照。

10)寛政重修諸家譜、2巻、義家流（新訂『寛政重修諸家譜」2巻、続群書類従完成会、1965年）所収。

11）「池尻」に関する史料は時代を問わずほとんど存せず、断片的に知り得るのみである。また、史料の所在

についても不明確である。発掘調査も併せて、今後の成果が待たれる。
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第5図周辺の遺跡

第2表周辺の遺跡地名一覧

※池尻地区の遺跡は（岐阜県教育委員会『改訂版岐阜県遺跡地図」1990年、「市史』考古・文化財編）をもとに作成。

（小塩康真）

蚕一

番号

1

2

ｏ
Ｏ

4

5

6

ワ
ー

8

9

10

11

12

遺跡名

弥勤寺跡

円空入定塚

池尻大塚古墳

南宮前古墳
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1 2 第3章遺構

第3 章造 構

第1節基本層序

本遺跡は耕地整理に伴い整然と区画された水田地帯が広がっていた。そのため地表面より0.4～0.5

m(II層迄）の大部分は撹乱を受けていた。基本的に1．11区の基本層序は同一であるが、I区北側

は山際であることから、崖錐の影響により砂喫が交じる。Ⅱ区は、調査区内に一部暗渠排水が敷設さ

れるなど、大正年間の圃場整備の影響を受けている様子が看取されたが、上面からの掘り込みを除い

ては比較的安定した土層が観察される。Ill区においても旧水田であったことから、地表面より0.5～0．

6m(II層迄）の大部分は撹乱を受けていた。またⅡI層上面では、暗渠排水が2～3m間隔で縦横に敷

設されており、上面からの影響を多分に受けていた。しかしその下層は比較的安定した土層が観察さ

れる。

調査区内には東西、南北に試掘トレンチを開けた。調査区の南北は50m程度と狭いため、各地区の

東西トレンチの基本層序を以下に記す。

[1区〕

I層(10YR2/2黒褐色土）

表土層で、堆積は0.2m前後を測る。調査区全域が旧水田耕作土であったため、撹乱を多分に受けて

いる。径5mm以下の小石を含み、密度は粗い。山茶碗、近世陶磁器等の小破片が出土する。

II層(7.5YR3/1黒褐色粘質土）

第1遺構面に相当する。撹乱による影響が少なからず認められるので、重機でこの面の中間まで除

去する。厚さ0.2m前後で、にぶい赤褐色(5YR4/6)の鉄分の沈着が見られる。径10mm以下の小石を

含む。遺物は山茶碗、瀬戸美濃陶磁器等の小破片を包含する。II層上部における遺物の取り上げはグ

リッド毎に一括して取り上げる。

ⅡI層(10YR3/1黒褐色粘質土）

第2遺構面となる弱粘'性の土で、密度は粗ﾙ､。崖錐により砂喋が混入する。0.16m前後の堆積を測

る。水田区画に伴う多数の杭列や数条の畦畔が検出される。遺物は山茶碗（生田）を始め、須恵器、

近世陶磁器等の破片が出土する。

IV層(10YR2/1黒色粘質土）

第3遺構面となる弱粘'性の土で、密度は粗い。崖錐により砂喋が交じる。0.12m前後の堆積を測る。

水田13枚が検出される。遺物はIll茶碗（明和～大畑大洞）が主流である。

V層(10YR6/3にぶい黄橿色燦）

径30～50mmの操が占め、堆積は0.2m前後を測る。北側では崖錐により場所によって、Ill-IV層に見

られる。この面における遺構、遺物は確認されていない。場所によって炭化物による泥炭層が混じる

箇所もある。

VI層(5Y7/2灰白色粘質シルト）

粘性が強く密度が細かい。最下層である。IⅡ層で検出される杭はこの層まで打ち込まれていること



第1節 基本層序 13

’ E1

1

Ｉ
I戸

一
会
皐
迩
津
〆
起
巽
無
き
尽
趣
巽
卸
、
崖
皇
屋
唖
一

謎
ｅ
昌
孟
Ｉ
寓
型
錘
卸
墾
極
こ
渇
Ｍ
一
空
室
浄
一
【
唖

起
提
悪
判
趣
提
釦
味
［
産
・
畠
諾
・
屋

二
忽
会
畢
迩
津
〃
〉
琴
歪
起
提
｛
、
一
へ
、
へ
趣
巽
卸
嘩
堅
ご
這
琶
・
吟
唖
や
批
一
ｌ
ト
ヤ
キ
〆
埠
／
一
（
、
悟
琴
冒
言
塑
判
趣
巽
釦
嘩
味
三
塁
詳
唖
・
陰

武
署
蓄
宝
尽
堅
蕊
墜
空
弓
臣
匿
一

身
《
畢
迩
津
／
錘
巽
需
滑
趣
巽
釦
窪
味
二
臣
浄
唖
唖

１
１１
１

１
１

’
’

ぺ
巽
謎
全
君
江
巽
切
味
三
里
こ
［
》

Ｋ
哩
謎
全
判
趣
巽
卸
窪
啄
二
畠
芭
［
や

妄
垂
巽
迩
津
〆
起
巽
悪
判
趣
提
卸
匡
窪
二
三
浄
唖
・
匡
寸

〆
一
零
浬
津
〆
栽
巽
悪
消
錘
巽
卸
窪
味
里
畠
箔
・
医
師

’

国
回
壷
凹
Ｈ
墳
姻
禄
咽
間
国
ｃ
柵

‘
や
紬
討
倶
二
ｓ
陰
塞
言
二
型
肴
趣
雲
釦
翠
味
ご
重
監
・
吟
国

三
雲
趣
津
／
奄
細
認
陣
二
ｅ
』
塞
冒
昌
塑
封
切
窪
味
三
塁
こ
［
『

｜
’

消
却
窪
匡
里
塁
酔
唖
ら
国

判
釦
窪
畔
三
田
浄
唖
『

〈劃

ー芽

挙
提
隈
判
趣
巽
卸
窪
畔
二
望
誇
・
』
『

判
卸
翠
味
皇
国
浄
唖
・
↑
［

ロ
ヱ

唾】月

‐
１
１
１
１

訓
等
卜
入
１
一
℃
慨
凶
胃

謝
等
卜
入
、
二
国
柵
凶
目

制
柾
卜
入
、
二
四
冊
凶
冒

’II I
厚
ら
・
め
ぬ

Ｉ
匡
己
回
叩

Ｉ
r〕

F一



~一一

14 第3章遺構

が確認される。

[II区〕

I層(7.5YR2/2黒褐色土）

旧表土で､堆積は0.2m前後を測る。調査区全域が水田であったことから、撹乱を多分に受けている。

土の移動が考えられる。山茶碗、近世陶磁器等の小破片が出土する。

I1層(7.5YR3/1黒褐色粘質土）

第1遺構面に相当する。撹乱が少なからず認められる。重機でこの面の中間まで除去する。堆積は

0.1m前後を測る。遺物については近世陶磁器や山茶碗の小破片が出土する。

Ill層(7.5YR3/2黒褐色粘質土）

第2遺構面となる弱粘性の土で、密度は粗い。径20mm以下の小石、チャートを含む。炭化物を含み、

堆積は0.2m前後を測る｡水田区画は明確ではないが、区画に関わる多数の杭列が検出される。盛土に

ついては未確認である。遺物は山茶碗（生田）を始め、須恵器、瀬戸美濃の大窯製品、古瀬戸の破片

が出土する。

IV層((7.5YR1.7/1黒色粘質土）

第3遺構面となる弱粘性の土で､､密度は粗い｡堆積は0.1m前後を測る。水田15枚が検出されている。

遺物は山茶碗（明和～大畑大洞）が主流である。

V層(7.5YR5/2灰褐色粘質シルト）

粘性が強く密度が細かい。最下層である。IⅡ層で検出される杭はこの層まで打ち込まれていること

が確認される。1V層とV層の間には場所によって一部黒色粘質シルト(7.5YR1.7/1)が存する。放射

性炭素年代測定結果によれば、B.C.180年とのデーターが得られたが、この面における遺構は確認され

ていない。

[IⅡ区〕

I層(5YR3/1黒褐色土）

旧表土で、堆積は0.4m前後を測る。調査区全域が水田であったことや、圃場整備によって撹乱を多

分に受けている。土の移動が考えられる。Ill茶碗等の小破片等が出土する。

II層(7.5YR4/2灰褐色土）

暗渠排水が東西、南北に敷設され、撹乱による影響が認められる。重機でこの面まで除去する。堆

積は0.3m前後を測る。遺物は瀬戸美濃陶磁器が主流である。

Ⅲa層(7.5YR3/2黒褐色粘質土）

第1遺構面となる弱粘性の土で、密度は粗い。堆積は0.15m前後を測る。多数の杭が列を成し水田

区画に関わる遺構として検出される。I．Ⅱ区のⅡI層と同時代の層位であると考えられる。遺物は山

茶碗（生田）を始め、須恵器、瀬戸美濃の大窯製品、古瀬戸の破片が出土する。遺物はグリッド毎に

一括で取り上げる。

Illb層(7.5YR4/1褐灰色粘質土）

第1遺構面となる弱粘性の士で、密度は粗い。堆積は0.1m前後を測る。多数の杭が列を成し水田区

画に関わる遺構として検出される。I．Ⅱ区のIll層と同時代の層位であると考えられる。遺物は山茶

碗（生田）を始め、須恵器、瀬戸美濃の大窯製師、古瀬戸の破片が出土する。
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IV層(5YR3/1黒褐色粘質土）

第2遺構面となる弱粘'性の土で､、密度は細かい。堆積は0.15m前後を測る。水田区画は明確ではな
いが、東西の畦畔が4条検出される。

V層(7.5YR4/1褐灰色粘質シルト）

地山である。ほぼ全域からこの層が検出される。1．II区と比べると若干粘性が弱く、砂が混入す
る。調査区西側や中央部では、かなり上面で検出される。

第2節遺 構概要

1，遺構概要

1．11区においては、現地表面より約0.5m下に近代から近世の溝、約0.6m下に杭列を伴う水田遺

構、約0.7m下に畦畔で区画された水田遺構が確認された。IⅡ区においては現地表面より約0.7m下に

杭列を伴う水田遺構、約0.8m下に畦畔で区画された水田遺構が確認された。従って、本報告ではI

II区のII層を第1遺構面の遺構、IⅡ層を第2遺構面の遺構、Ⅳ層を第3遺構面の遺構、IⅡ区IⅡ層を第

1遺構面の遺構、IV層を第2遺構面の遺構と称し報告する。各遺構面の時代比定は、遺構の検出状況

や出土遺物等から総合的に以下のように判断した。なお、土の堆積が0.10～0.15m程度と薄いため、

遺跡の時代幅を広く見た。また地表面に近い層では撹乱によって整合性が失われている。

［I・II区］

II層（第1遺構面）…江戸時代～近代

’Ⅱ層（第2遺構面）…室町時代後期～江戸時代

IV層（第3遺構面）…鎌倉時代後期～室町時代初期

［Ⅲ区］

’Ⅱ層（第’遺構面）…室町時代後期～江戸時代

IV層（第2遺構面）…鎌倉時代後期～室町時代初期

と大別できる。なお、’・’'区とIll区との層位間には若干不整合性が見られる。

以下、遺構の種別は次の原則を用いた。

SD…溝

.SK…土坑

．SL…畦畔

･SN…杭列

．ST…水田

第3節I・II区第1遺構面の遺構（第8図）

本遺構面は、調査の主目的である第2遺構面の掘削の際、検出された遺構である。重機でⅡ層中間

部迄除去し、下層部より検出される。本遺構面は地表面から0.2～0.3mとさしたる深さがないため撹

乱の影響により、溝2条がII区において確認されたのみである。他の遺構については確認できなかっ

た。なお、本遺構面では、このII層中からⅡI層にかけて杭が多数検出されており、この面における水

田区画を表す杭列であると当初考えていた。しかし溝との関わりが何ら認められないことや杭がv層

一



16第3章遺構

に迄達していること等を考え合わせると、本遺構面のものではないと思われる。更に花粉分析からも

松材が確認されることから（第5章)、第2遺構面の水田区画に伴う遺構であると判断した。

SD1

G23区～123区にてII層より検出される。溝は北方向より南へ至る。調査対象外となる北方向へは

更に延びるものと推測される。長さ30.5m、幅0.27～0.29m、深さ0.29～0.06mを測る。底面のレベ

ルは、F23区で､は54.12m、123区では54.08mを測る。主軸の方位はN10Eである。埋土はF23区で、

は3層、G23-123区では1層、H23区では2層にそれぞれ分層される。遺物は山茶碗10、土師器Ⅲ1

7、瀬戸美濃（連房）1、寛永通賓1、合計19点が出土した。土器は何れも小破片で流れ込みによっ

て混入した遺物と考えられる。遺構の'性格、他遺構との関わりについては明らかではない。

SD2

J18区～20区にてII層より検出される。溝は北西方向より南東方向へ至る。南東方向へ延びるもの

と推測されるが調査区外となる。長さ23.1m、幅0.28m、深さ0.14mを測る。底面のレベルは、J18

区では53.96m、J19区では53.91mを測る。主軸の方位はE8N～E20Nである。埋土は2層に分層

される。遺物は出土していない。遺構の性格、他遺構との関わりについては明らかではない。
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第3表溝一覧表

三一一

遺構名

SD1

SD2

グリッド

G23～123

.118～20

規 模m

長さ

(30.5)

(23.1)

幅

0.29～0．27

0．28

深さ

0．29～0.06

0.14

底 面 高 さ

54．12～54．08

53.96～53.91

主軸方位

N10oE

E8N～E20N

備考
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第4節I・II区第2遺構面の遺構（第10-11図）

本遺構面は重機による表土掘削後、II層を掘り下げていくと水田区画を示す多数の杭列が検出され

た。杭跡も含めて総点数686点を数える6杭列は一定の方向性を有し区画を形成していたものと考えら

れる。杭には割材、丸杭があり、大半は丸杭である。杭先は錠等の鋭利な道具を使用した痕跡が認め

られ、土留め用の杭であることが窺える(第4章第3節)。打ち込まれた角度はほぼ垂直で、横板は確

認されていない。杭周辺にはわずかな段差が観察されたが、畦畔と認められる盛土は、I区にて8条

確認された。II区においては畦畔の盛土は確認されず、杭列周辺の段差のみを確定した。

なお、完全な水田区画については未確認なため、畦畔の方向性がわかるよう一部補助線、推定線を

施し、畦畔、杭列に番号を付した。

I区畦畔

上面からの影響で明確な水田遺構を認めることはできなかったが、畦畔は等高線に沿うように形成

されていたものと考えられる。調査区北側のレベルは55.9m前後、南側は55.0m前後、東側は55.7m

前後、西側は54.9m前後である。比高差は南北で約0.9m、東西で約0.8mを測る。畦畔は北西方向か

ら南東方向に至る。調査区東側における主軸の方位はN60Wである。西側では60.未満となる。

SL1

C24区～G27区にて検出される。F26区にてSL2と直交する。調査対象外となる北西方向は、更に

延びるものと推測される。南東方向も同様である。長さ40.4m、幅0.15～0.40m、高さは最高で0.11

mを測る。主軸の方位はN50W～N70Wである。E25-F25区に杭列が見られ、SL1とSL3に直交

することから畦畔が想定される。
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第9図TR1南壁・TR2南壁セクション図

SL2

F26区～026区にて検出される。西方向へは更に延びるものと推測されるが調査対象外となる。F

26区にてSL1と直交する。長さ6.4m、幅0.20～0.40m、高さは最高で0.11mを測る。主軸の方位は

N50Wで､ある。

SL3

D25区～F28区にかけて検出される｡調査対象外となる南西方向へは更に延びるものと推測される。
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北西方向であるD25区においては段差のみ確認している。E25区においてはSL4に枝分かれする。長

さ48.2m、幅0.15～1.15m、高さは最高で0.09mを測る。主軸の方位はN55W～N78Wである。F27
区～G26区に杭列が見られることから畦畔が想定される。

SL4

E25区～F27区にて検出される。西方向であるE25区においてはSL3より枝分かれする。東方向で

あるF27区において途絶える。長さ24.8m、幅0.25～0.85m、高さは最高で0.09mを測る。主軸の方
位はN77Wである。

SL5

D27区にて検出される。西方向には段差と杭列を確認している。畦畔である可能性を有する。南東

方向は明らかではない。長さ24.5m、幅0.20～0.32m、高さは最高で0.03mを測る。主軸の方位はN
58Wで､ある。

SL6

E28区～E29区にかけて検出される。北西方向は不明であるがD27区に畦畔らしき遺構が存在する

ことから繋がっていた可能性を有する。南東方向は終結する。杭列を伴うが、盛土の北側にて確認さ

れる。長さ16.2m、幅0.20～0.75m、高さは最高で0.04mを測る。主軸の方位はN58Wである。

SL7

D28区にて検出される。盛土に沿って杭列が確認される。長さ10.2m、幅0.2～0.5m、高さは最高

で0.05mを測る。主軸の方位はN58Wである。

SL8

C28区～D29区にかけて検出される。盛土は未確認であるが、杭列が存することから畦畔とした。

北西方向は崖錐の影響により明らかではない。南東方向は調査区外となる。段差の長さ26.8mを測る。

主軸の方位はN58Wである。

II区杭列

II区ではSN1～SN9の杭列及び段差を確認した。調査区北側レベルは54.3m前後、南側は53.9m

前後、東側は54.3m前後、西側は54.2m前後、中央部は54.15mである。比高差は南北で約0.4m、東

西で約0.1m、東側と中央部で0.15m、西側と中央部で0.05mを測る。杭列の区画は調査区東側ではI

区西側と同様に南北の軸を基準にして西へ60未満の傾きが生じる。調査区西側では緩やかになる。

SN4

H17区～H24区にて検出される。調査対象外となる西方向は更に延びるものと推測される。東方向

はH24区にて途絶える。G19区～22区には杭列が間断するが、杭が点在することから一連の杭列と考
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II区における水田域北側レベルは54.4m前後、南側53.9m前後、東側は54.3m前後、西側では54.2

m前後、中央部(ST16、23)では54.0m前後を測る。比高差は南北で0.5m前後、東側と中央部では約

0.3m、西側と中央部では約0.2mを測る。ST14～ST20の畦畔の方向はI区と同様であるが、60前後

の傾きがそれ未満に変化する。ST21～ST28は北西方向から南へ傾斜する水田区画を呈している。中央

部はやや低くなり西側、東側の水田の傾斜が重なって、南へ低くなる。

畦畔の幅や高さは傾斜の度合い等により差異が見られる。現状で最大幅1.70m、最小幅0.30mを測

る。高さは最高約0.2m、最低約0.1mを測る。

第7表Ⅱ区水田一覧表

第6節Ⅲ区第1遺構面の遺構（第17図）

本遺構面では、I-11区同様、重機による表土掘削後、多数の杭列が検出された。総点数は376点(杭

跡含む）を数える。調査区西側では字絵図に見られる微高地が確認された。今回検出された水田は杭

による水田区画で､ある。盛土については確認されていない。なお、水田区画については明らかな箇所、

区画が推定される箇所には補助線を施した。他に士坑4が検出されている。この面の調査は主目的で

はないので杭の位置のみ調査を実施した。

IⅡ区の広見地区は昭和期の圃場整備が実施され水田化された地域である。しかしその地域からは杭

列が検出されていないことから、圃場整理における杭とは考えられない。またIV層においては明瞭に

一

遺構名

ST13

ST14

ST15

ST16

ST17

ST18

ST19

ST2n

ST21

ST22

ST23

ST24

ST25

ST26

ST27

ST28

グIIドノ／I

G24

G23．24.H23～25

H22～24,I23

G20-21,H20～22,120～22

F23,G23

F20-21,G20～23

E20～22,F20～:':;

E22

F19．20

F18～20,GIB～20,H18

G19-20,H18～20,117~

119～21,.119～21

117～19,J17～19

J17．18,K17-18

G17．18,H17．18

H17．18,117-18,J17

規 模

長軸(m)

(20.0

(21.6;

(14.8）

20.8

29－8

18．5

22．3

(5.8）

17－6

(14.7）

(5.9）

(12.7)

短軸(m)

(5.1)

6．3

7．6

20.6

(6.3）

9.6

13．8

(2.7）

再
Ｊ
１ 1

(8.9）

11.3

(9.7）

面積(mO

(54.4）

(144.7)

(124.3）

(386.1）

54．1

54.0

21.3

190.0

276.7

(119.5)

274.5

(123.6）

(132.3）

(126.1)

高さ(m)

54．I

54．20～54．25

54.05～54.10

54.00～54.10

54．20

54．10～54.15

54.20～54.35

54．40

54.20

54.10～54.15

54.00～54.05

53.90～53.95

54.00～54.10

54.00～r,.i．10

54．25～54．30

54．15

主軸方位

N62W

N64W

N8rw

W12W

N16W

W4W

W36S

備考

2．つの水
田 遺 構












































































































































































































































































































































































	西屋敷遺跡
	巻頭カラー図版１
	巻頭カラー図版２
	序
	例言
	目次
	挿図目次
	表目次
	写真図版目次
	第1 章　調査の経過
	第1節　調査に至る経過
	第2節　調査の経過と方法

	第2 章　遺跡の環境
	第1 節　地理的環境
	第2 節　歴史的環境

	第3 章　造構
	第1 節　基本層序
	第2 節　遺構概要
	第3節　I・II区第1遺構面の遺構（第8図）
	第4節　I・II区第2遺構面の遺構（第10
	第5節　第Ⅰ・Ⅱ区第３遺構面の遺構
	第6節　Ⅲ区第1遺構面の遺構（第1
	第7節　Ⅲ区第2面遺構面の遺構

	第4章　遺物
	第1節　遺物概要
	第2節　土器類
	第3節　土製品
	第4節　木製品
	第5節　金属製品
	第6節　石製品

	第5章　自然科学分析
	第1節　西屋敷遺跡の花粉分析
	第2節　西屋敷遺跡から出土した大型植物化石
	第3節　西屋敷遺跡のプラント・オパール
	第4節　西屋敷遺跡出土木製品の樹種同定
	付編　放射性炭素年代測定

	第6章　まとめ
	第1節　遺構について
	第2節　遺物について

	図版
	図版１
	図版２
	図版３
	図版４
	図版５
	図版６
	図版７
	図版８
	図版９
	図版１０
	図版１１
	図版１２
	図版１３
	図版１４
	図版１５
	図版１６
	図版１７
	図版１８
	図版１９
	図版２０
	図版２１
	図版２２
	図版２３
	図版２４
	図版２５
	図版２６
	図版２７
	図版２８
	図版２９
	図版３０
	図版３１
	図版３２
	図版３３
	図版３４
	図版３５
	図版３６
	図版３７
	図版３８
	図版３９
	図版４０
	図版４１
	図版４２
	図版４３
	図版４４
	図版４５
	図版４６
	図版４７
	抄録



